
1/11　景気ウォッチャー調査（令和７年３月調査）― 南関東（先行き）―

　４．南関東（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）

（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎

商店街（代表者） ・天候による下振れリスクはあるものの、春の気候が穏やかであれ
ば、今後２か月くらいは、クレジットカードの取扱高や来街者数は
伸びる要素の方が大きい（東京都）。

◎

一般小売店［文房具］
（経営者）

・文房具全体が値上がりしているにもかかわらず、客はちゅうちょ
なく購入している。また、高価格帯の筆記用具や筆箱などの単価の
高い学童用品を中心に売行きが好調であり、客単価が上がってきて
いる。これから先、新学期を迎え、文具の最盛期に商材の品切れな
どがなければ、売上は伸びる（東京都）。

◎
衣料品専門店（経営者） ・良くしていきたい。

◎

その他飲食［給食・レス
トラン］（役員）

・2024年度に行った価格転嫁交渉の効果が2025年度の４月より顕現
化するため、収益は大幅に良化するものと見込んでいる（東京
都）。

◎
都市型ホテル（経営者） ・インバウンドなどで良くなる。

◎
都市型ホテル（スタッ
フ）

・行楽シーズンは既に大口案件が入っているため、稼働及び単価が
上昇している。

○

一般小売店［家電］（経
理担当）

・最近はインターネットでの購入客が多くなっていたが、今年に
なって実店舗で販売している当店への問合せが多くなっている。

○

一般小売店［家電］（経
理担当）

・省エネにかかる助成金などの公募が出てくるとみている。ただ
し、そういうものは時間が掛かるので、その他の仕事や細かい工事
なども大切である。

○

一般小売店［家具］（経
営者）

・当店は家具専門店ということを前面に出しており、客が専門店の
良さを認識し始めている。長らく不景気が続いていたので、客の財
布のひもも緩んでくると期待している（東京都）。

○
一般小売店［眼鏡］（経
営者）

・これから暖かくなると来客数も増えるため、売上も伸びると予想
する。

○
一般小売店［傘］（店
長）

・暑い季節に向けて、遮光遮熱効果の高い商材の需要が高まる。

○
百貨店（営業担当） ・必要な物を選んで賢く購買する傾向は続いており、今後も商品価

格の上昇が続くが、客の購買意欲はある（東京都）。

○

百貨店（販売促進担当） ・６月の外商招待会に向けたプロモーションを開始しているが、富
裕層のレスポンスが良く、来客数及び売上の増加が期待できる（東
京都）。

○

百貨店（財務担当） ・賃上げによる個人消費の改善、また、大阪・関西万博開催に伴う
インバウンド増大による景気の改善を想定している（東京都）。

○ スーパー（総務担当） ・賃金が上がっている。

○
コンビニ（エリア担当） ・春闘の結果が好調に推移しており、通勤者の懐事情に左右される

当社としては好影響が見込める。

○

コンビニ（エリア担当） ・４月以降に周辺施設でイベントが複数開催されるとともに、前年
からの競合店の閉店により継続して前年を上回る店舗がある（東京
都）。

○

コンビニ（商品開発担
当）

・新入学シーズンに向けて、人の活動が更に活発になることが想定
され、消費へのプラスの影響になると期待している（東京都）。

○

衣料品専門店（店長） ・新年度のスタートに向け、マーケットニーズに応える新商品の投
入準備が完了している。また、新入社員を迎え、店舗に新たな活力
が生まれて、商販一体の体制が整っている（東京都）。

○
家電量販店（店長） ・中長期的な目線では円安に動くとみられるため、訪日旅行客の購

買意欲の変化に期待している（東京都）。

○
乗用車販売店（経営者） ・新車の受注台数が増えており、納期に時間が掛かるものの、売上

が順調に増加している。

○
その他専門店［ドラッグ
ストア］（経営者）

・当社の戦略変更により、集客につなげていく。
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○

その他専門店［ドラッグ
ストア］（経営者）

・季節の変わり目ということもあり、気温差で身体の調子が変化す
るため、薬や栄養剤を購入して飲む人が増えてきている。

○

その他専門店［雑貨］
（営業担当）

・外国人観光客が依然として来客数全体の９割を占めており、３月
の売上も前年比105％の見込みと、好調を維持している。今後も円安
傾向が続く限り、インバウンドがけん引して売上が微増していく
（東京都）。

○

高級レストラン（経理担
当）

・旺盛な需要に応えるための人員を新卒者に頼っており、事業年度
スタート時点では客への供給が増加するため、身の回りの景気はや
や良くなる（東京都）。

○ 旅行代理店（従業員） ・インバウンドが引き続き好調を維持している（東京都）。

○

タクシー運転手 ・これから飲む機会が増えるため、少しは利用が増える。花見、卒
業、入学、歓送迎会とあるため期待したい。ここにきて１出番に１
回は、昼夜問わず中距離か長距離の客に当たっている。

○
タクシー運転手 ・これから暖かくなると人の動きももう少し活発化する（東京

都）。

○
通信会社（経営者） ・新型コロナウイルス感染症の影響が少なくなり、前向きな人が増

えてきている（東京都）。

○
通信会社（管理担当） ・ＢｔｏＣビジネスにおいて緩やかに状況が回復しつつあるため、

マイナス要因が縮小する（東京都）。

○

その他レジャー施設［ボ
ウリング場］（支配人）

・３月に入り、急激に来客数と売上が伸びてきている。この流れの
ままでゴールデンウィークまで期待したい（東京都）。

○
その他サービス［学習
塾］（経営者）

・今春の集客時期の反応がまずまず良い。

○

住宅販売会社（経営者） ・大企業については景気も回復しつつあり、従業員の賃金もかなり
引き上げているようだが、我々中小企業はまだ厳しい環境下にあ
り、賃金を上げることができない。この物価上昇の折、賃上げは必
要不可欠だと考えている。政府には中小企業の景気対策を是非お願
いしたい。

○
住宅販売会社（従業員） ・客の動きが良くなっている。

○
住宅販売会社（従業員） ・共同住宅の賃料の値上げも受け入れられており、物価高に伴い賃

上げが広まっていけば、景気は良くなっていく。

□

商店街（代表者） ・客は、賃金が上がっても、物価高などもあり実質の手取り額はな
かなか思うようには増えていないため、お金に対してシビアになっ
ている。そのため、景気は余り変わらない。

□
一般小売店［食料雑貨］
（経営者）

・変わらない。

□

一般小売店［印章］（経
営者）

・これから気候が良くなると、目的の店舗に行くために車を駐車場
に入れてから歩いてくる。駐車場は少し遠いため、インターネット
通販やショッピングセンターなどに行ってしまう客もいると考える
と、今後も決して楽観は許されず、期待薄である。

□
一般小売店［祭用品］
（経営者）

・他の方法での購入が多くなっている。また、物価上昇の折、買い
控えやより安価な物に消費が向かっている。

□

一般小売店［米穀］（経
営者）

・消費者物価指数同様、超インフレの時代に入り、慎重な買物をす
る客が増えているため、良い面、悪い面の両面がある（東京都）。

□

一般小売店［文具］（販
売企画担当）

・今月が良かったこともあり、これを超えることはないとみてい
る。現在、外商案件は大変多く、民間案件もあるため、現状が続く
とみている。店頭部も固定客がしっかり付いており、安定してい
る。ただし、これから急激に伸びる要素は余りないので、現在の良
い状態を維持できればよい。

□

一般小売店［茶］（営業
担当）

・時期的には良くなるが、様々な品物が値上がりしているため、客
の購買に余り期待はできない。営業には新規注文を取るように言っ
ているものの、うまくいかない。先行きは余り良いとは考えられな
い（東京都）。

□

百貨店（売場主任） ・春の人事異動など人の動きによる進物需要は引き続きあり、企業
によるコンペなども多く見込まれている。インバウンド顧客向けに
ギフトを贈る企業からの大口需要も予定されている（東京都）。
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□

百貨店（総務担当） ・物価の先行き不透明感も継続しており、客の消費傾向にやや停滞
感がある。景気の先行きに明るさがみられない（東京都）。

□

百貨店（総務担当） ・前年４～６月はインバウンド売上の伸び率が高かったこともあ
り、今年度は同様の伸びを示すのかが不透明である（東京都）。

□
百貨店（総務担当） ・多岐にわたる値上げに伴い、消費に対する慎重な姿勢は継続する

ことが予想される。

□

百貨店（広報担当） ・本格的な春になれば外出機会も増加し、遅れていた春夏ファッ
ションへの需要が一定数戻ってくる。一方で、インバウンドは足元
の円高基調や米国経済を起点とする軟調な株価もあり、来客数は落
ちなくても、しばらくは消費に慎重さが出てくる可能性がある。い
ずれにせよ、景気が現状から大きく振れる材料は見当たらない（東
京都）。

□

百貨店（営業担当） ・外国人客の減少については一部の国の影響が大きく、中国、香港
からの客は伸長しているため、余り心配していない。しかし、国内
客の客単価が伸び悩んでいることが気になる（東京都）。

□

百貨店（営業担当） ・前年比ではインバウンドの伸びは一巡したため、コンスタントに
微増してはいる。ただし、輸入の革製品は数年前の価格の1.5倍、
コーヒー豆は２倍以上の価格となり、客が価格面でのデメリットを
感じている。期間限定など特徴のある食やモノ、コトでないと、客
には響かない（東京都）。

□

百貨店（販売促進担当） ・野菜や米など、日常生活に直結する物の値段が高く、新年度以降
も客のシビアな感覚は変わらない。春闘による賃上げが中小企業ま
で含めて行き渡り、社会全体として賃上げを実感できるまでは、景
気は変わらない。

□
百貨店（販売促進担当） ・直近の傾向からみて、変化はない（東京都）。

□
百貨店（企画宣伝担当） ・毎日のように物価高のニュースが流れるなか、消費マインドを活

性化する要素がない。

□
百貨店（管理担当） ・様々な物の値上がりの影響がある。しばらく現状の厳しい状態が

続く（東京都）。

□

スーパー（経営者） ・前年10月にディスカウントの競合店が出店した影響を受けていた
が、少しずつ回復している。その頃よりは全体的にやや良くなって
いるが、当店の成績が余り良くないため、２～３か月は現状のまま
変わらない。

□
スーパー（経営者） ・外食の抑制による家計のやりくりで、自由にお金を使える余裕は

まだ少ない。

□

スーパー（店長） ・今までは値引きを待って購入したり、チラシの価格を見て安価な
物を選んで購入したりしていたが、今はある程度許容しつつ買物を
している。

□

スーパー（店長） ・消費者には節約志向が依然として根付いており、値上げの影響も
大きく、必要最低限の買物しかしない。物価と所得の上昇のバラン
スが取れるようになるまでは、もうしばらく同様の状態が続く（東
京都）。

□
スーパー（営業担当） ・販売量、来客数の減少並びに単価の上昇傾向がしばらく続く（東

京都）。

□ コンビニ（経営者） ・単価が上がり、今後のコンビニの使われ方が心配である。

□

コンビニ（経営者） ・季節要因的に、これから３か月は売上が伸びていく時期ではある
が、やはり物価高と、それに伴い収入も多少は増えているのかもし
れないが追い付いていないため、無駄遣いをしない。また、物価の
上昇により自然と客単価自体は上がっているものの、買上点数が
減っているため、売上的には今と変わらないか、やや落ち込む。今
後もいろいろ考えていきたい。

□

コンビニ（経営者） ・４月には賃上げが見込まれるが、当店近隣の客は中小企業の従業
員が多く、賃金がどの程度上がるのか不明である。そのため、今後
も変わらない。当然、当店でも賃上げが必須であり、持ちこたえら
れるか非常に不安である。

□
コンビニ（エリア担当） ・単価が高い状態が継続している。来客数も減っておらず、好調な

状態を維持できることが期待できる（東京都）。

□
コンビニ（エリア担当） ・今後も値上げする商材が多くある。来客数も横ばいなので、不透

明な部分もあるが当面は変わらない。
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□
コンビニ（店長） ・具体的に良くなる又は悪くなるような要件がない（東京都）。

□

コンビニ（従業員） ・この先も物価高の影響で物が売れにくい。コンビニではそこまで
高価な物を販売しているわけではないものの、１つ１つの価格が上
がれば決して安い金額ではなくなる。減税やガソリン税の廃止な
ど、ふだんの暮らしが少しでも楽になるような政策が打たれなけれ
ば、市民生活はずっと厳しいままである。

□

衣料品専門店（経営者） ・景気自体はそれほど変わらないが、商店街で廃業する店が増えて
きている。また、駅近くのデパートも百貨店からショッピングモー
ルへと業態転換する。そうしたことから、まだ不安がある。

□

衣料品専門店（役員） ・食料品等の値上がりが衣料品業界の１番の脅威である。いつに
なったら落ち着くのか分からないが、それまでは厳しい。

□
衣料品専門店（従業員） ・不安要素となっているガソリン価格や光熱費の高騰、食料品の値

上がりなどが落ち着かない限り、厳しい状況が続く。

□

家電量販店（店長） ・大企業だけでなく中小企業まで幅広く賃上げが行き渡らなけれ
ば、消費行動は好転しない。エンゲル係数が高い状態では、家電製
品などは生活必需品であっても壊れる前ではなく、壊れてからの買
換えになってしまい、購入単価が上がりにくい。

□

家電量販店（店長） ・物価高や電気、燃料代などの値上がりが続いており、まだしばら
く現状のままと見込んでいる。災害への心配も年々高まっている。

□

乗用車販売店（経営者） ・自動車の整備は順調に入っているが、販売は余り芳しくない。客
の来場は結構あるものの、なかなか契約には結び付いていない。

□
乗用車販売店（従業員） ・決算月が終わり、来客数の減少が見込まれる（東京都）。

□

乗用車販売店（販売担
当）

・物価上昇に対して賃金が上がっていないため、今後も景気はやや
悪くなる。大手企業では初任給の引上げが３万円、４万円といわれ
ているが、中小企業ではとてもではないがそれほどの引上げはでき
ない。国内の中小企業については、景気は現状のまま変わらない、
若しくは悪くなっていく（東京都）。

□
乗用車販売店（渉外担
当）

・販売量は現状のまま高水準を維持する。

□
乗用車販売店（営業担
当）

・物価の上昇以上に所得が増えていかないと、状況は変わらない
（東京都）。

□

住関連専門店（営業担
当）

・リフォーム業界においては、新年度の住宅省エネ2025キャンペー
ンの需要喚起効果が期待できるものの、その度合いについては未知
数であり、まだ見通しは立てにくい（東京都）。

□
その他専門店［貴金属］
（統括）

・現在の景気はやや良い。社会経済全体に大きな変化がない限り、
身の回りの景気は現状のまま変わらない（東京都）。

□

その他専門店［ガソリン
スタンド］（団体役員）

・直近の景況から今後も大きな変化はないと推測される（東京
都）。

□
その他小売［生鮮魚介卸
売］（営業）

・仕入価格の高騰や商材の品薄状態はこれからも続きそうであり、
気温の上昇が早まらないかが心配である（東京都）。

□
高級レストラン（営業担
当）

・法人関連の直近数か月の予約状況は、例年同様のペースで推移し
ている（東京都）。

□

高級レストラン（役員） ・３月は年度末でオケージョンも多く、季節的にも良い時期とな
り、売上、来店など期待できるが、仕入原価、コストは引き続き上
昇傾向である。米国などの世界経済の動きにも左右され、不安定な
状況が続く（東京都）。

□

一般レストラン（経営
者）

・３か月後も現状のままである。減税及び賃上げがなければ物価高
には追い付かない。至急対策をしないと全ての消費が冷え込んでし
まう。

□

一般レストラン（経営
者）

・段々と気候が良くなり、人出も多くなってくるため、１～２月の
悪い時期よりも、この先２～３か月は３月の良い状態が続く（東京
都）。

□
一般レストラン（経営
者）

・４月の値上げラッシュが落ち着いてくれば回復するかもしれない
が、分からない（東京都）。

家計
動向
関連

(南関東)
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□

その他飲食［カフェ］
（経営者）

・５年刻みの周辺再開発計画の影響もあってか、異業種参入が活発
化しており、商店街が少しずつ変化している（東京都）。

□
その他飲食［居酒屋］
（経営者）

・収入が増える見込みがなく、物価が上がり続けている現状では、
景気が良くなる見込みは薄い（東京都）。

□

その他飲食［カフェ］
（経営者）

・良い面、悪い面がある。当社はコーヒー業を始めて26年になる
が、生豆が買えなくなるかもしれないと感じたことは１度もなかっ
た。しかし、この数か月はかなり不安になっている。その要因は気
候変動、生産国やその地域での戦争、先物価格の上昇、中国を始め
世界的にコーヒー摂取量が増えていることなどがあり、世界で奪い
合いが始まっているといわれている。長く続いている円安が更に追
い打ちを掛けているようである（東京都）。

□

都市型ホテル（スタッ
フ）

・今後の政府の経済政策、米国の様々な状況、それに伴う原材料費
の動向によって、変わらないというよりは先が見通せない。

□
旅行代理店（経営者） ・気候変動が激しいことと、あちこちで災害が発生しているため大

変だが、景気は変わらない。

□
旅行代理店（営業担当） ・円安を止めないと良くはならない（東京都）。

□
旅行代理店（営業担当） ・個人所得が増えていない（東京都）。

□

タクシー運転手 ・３月に入り、サラリーマンの利用客が増えている。期待を込め
て、その後も客が増えることを願っている。また、車内でタクシー
アプリの支払を切り替える客が非常に増えている（東京都）。

□

通信会社（経営者） ・交渉中の案件は増加傾向にあるが、機器等の値上がりで受注まで
に時間が掛かっており、この先もまだ景気は良くならない（東京
都）。

□

通信会社（社員） ・現状、継続のスポンサーに変更はなく推移する見通しである。ま
た、放送料の値上げを受け入れてもらえた先もあり、来年度の採算
見込みは明るい（東京都）。

□

通信会社（社員） ・人手不足と就職活動のミスマッチで双方が疲弊している。安定雇
用の上に成り立つ経営の伸長に光が見えない（東京都）。

□
通信会社（営業担当） ・物価が引き続き上昇していく限り、先行きは不透明な状態が続

く。

□

通信会社（局長） ・政治や経済状況が不安定ななか、景気回復は簡単にはいかず、か
といって下降トレンドになることも考えにくい（東京都）。

□ 通信会社（営業担当） ・良くなる材料がない。

□
通信会社（経営企画担
当）

・現状が少しずつではあるが続いていく見込みである（東京都）。

□
通信会社（経理担当） ・４月の昇給が物価上昇分を上回ることは難しいため、それほど変

化しない。

□
通信会社（管理担当） ・インフラ更新として光ファイバー化される新規エリアの営業成果

によるため、現状を注視していく（東京都）。

□
通信会社（営業担当） ・米国情勢が不安定ななか、そこまで大きな回復への動きにはつな

がらない（東京都）。

□
通信会社（営業担当） ・営業手法やスキームの抜本的な改革を進めるが、効果や定着に時

間を要する（東京都）。

□
観光名所（職員） ・ここ数年の傾向を見て大きく変わることはないと考える（東京

都）。

□
ゴルフ場（経営者） ・現在の気候がベストであり、今年は前年より早く暑くなることが

予想される。

□

ゴルフ場（経営者） ・ゴルフにとってはハイシーズンになるため自然と来場者数が増加
するはずだが、光熱費の上昇や物価高による家計の厳しさに加え、
施設運営面でもコストが非常に重くのしかかってきていることか
ら、ある程度相殺されると予測している。施設リニューアルなども
検討したいタイミングになりつつあるが、なかなか手が出せない。
集客のてこ入れにも影響が出そうである。

家計
動向
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□

競輪場（職員） ・インバウンドを取り込める業務は上昇傾向にあるが、公営競技は
いろいろな部分で改善が必要である。景気が良くなるニュースが増
えれば状況は変わるが、スポーツ界も厳しく、公営競技も大幅な増
加は考えにくい。

□

その他レジャー施設［ボ
ウリング場］（従業員）

・物価高傾向は実感するものの、客の動きに変化がみられない（東
京都）。

□

その他レジャー施設［複
合文化施設］（財務担
当）

・この先も値上げラッシュが続く（東京都）。

□

その他サービス［フィッ
トネスクラブ］（エリア
統括）

・３月の来館者数の推移から、景気の回復を肌で感じられない。物
価上昇に賃金が追い付いていない（東京都）。

□
設計事務所（経営者） ・新規案件が幾つか入ってきているが、このところの物価高によ

り、全てが着工できるとは限らない。

□

設計事務所（経営者） ・年度末の現在、先行きの景況感を読むのは非常に難しい。政治へ
の不透明感や物価上昇など不安要因はあるが、例年どおり大きな振
れ幅はなく、受注状況も現状維持とみている。

□
住宅販売会社（総務担
当）

・金利のある世界へと変わるなか、客への価格転嫁が追い付いてい
ない。

▲
一般小売店［酒類］（経
営者）

・物価の上昇に対し、所得が追い付いていない状況が変わらない限
り、良くなるとは考えられない。

▲

一般小売店［書店］（総
務担当）

・繁忙期に向けて要員を確保したいところだが、売手市場により採
用活動が難航している。マンパワーが不足することで売上を上げる
好機を逃してしまうことが予想される（東京都）。

▲

百貨店（総務担当） ・物価の伸び率に対して、賃上げが追い付いていけない状況は続
く。米国政権交代に伴う先々の景気の見通しも立たず、不安要素が
多いため、一般の生活防衛意識は更に高まると予想している。急激
に景気が悪化するとは考えていないが、徐々に悪くなる（東京
都）。

▲

百貨店（営業担当） ・国内客の売上基調については、物価高などが影響し、これから減
退するとみている。これまで全体をけん引してきたインバウンドに
ついては、依然として堅調ではあるものの、ラグジュアリーブラン
ドを中心に値上げ前の駆け込み需要があった前年上半期の実績を上
回ることは難しく、しばらくは不透明な状況が続く（東京都）。

▲

百貨店（営業担当） ・歯止めの掛からない物価上昇により消費意欲が減退し、国内需要
の回復には少し時間が掛かる見通しである。インバウンドの伸びも
大きな期待はできなくなっている（東京都）。

▲

スーパー（経営者） ・来客数は維持できているものの、買上点数がやや減っている。１
品単価が上昇しているため、売上は確保している。賃上げによりこ
の先の経営が不安である。

▲

スーパー（仕入担当） ・円高には振れているが、原材料価格の高騰、物流費、人件費等い
ろいろな物が値上がりしているため、輸入品の価格は下がらない。

▲
スーパー（ネット宅配担
当）

・４月以降の食品の更なる値上げや、電気、水道料金の引上げなど
を含め、節約志向が強まる。

▲ スーパー（販売担当） ・値上げが続く。

▲ コンビニ（経営者） ・従業員が全く集まらず、厳しさが更に増している。

▲
コンビニ（経営者） ・来客数はさほど落ちてはいないが、客単価が大きく落ちており、

余り上向きにはならない。

▲

コンビニ（経営者） ・米国の関税引上げの実行が迫り、米価は下がらず、ガソリン価格
も高止まりしている。この現状が続くようならば景気は落ち込んで
いく（東京都）。

▲

コンビニ（エリア担当） ・４月もかなりの数の商材の値上げが控えており、客単価は自動的
に上がる。ただし、買上点数や来客数が減少傾向にあり、前年比で
は下がり始めている。野菜や米の価格高騰もあり、少しでも安価な
スーパー、ディスカウントストアに客が流れていくことが考えられ
る。

▲
乗用車販売店（経営者） ・物価が上昇している。

▲
乗用車販売店（経営者） ・繁忙期が過ぎ、連休などが入るため、やや悪くなる（東京都）。

家計
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▲
乗用車販売店（営業担
当）

・決算期が終わり、大多数の商材の値上げが見込まれる。

▲ 乗用車販売店（営業） ・以前と比べて、車の購入に係る費用が顕著に増えている。

▲

その他小売［ショッピン
グセンター］（統括）

・物価高に対して賃金上昇が追い付いていないため、預貯金の目減
りと可処分所得の減少が懸念される（東京都）。

▲

高級レストラン（仕入担
当）

・経済活動はコロナ禍に比べれば活発だが、米を始めとする仕入価
格は依然として高騰が続き、消費に停滞感が生まれることが懸念さ
れる（東京都）。

▲

一般レストラン（経営
者）

・２～３か月先の６～７月は暑くなってくるので、３月より売上が
落ちて、少し景気が悪くなる。３月は、卒業や入学、転校、引っ越
しなど人の動きが活発であるため、年間では12月に次いで売上が良
い月である。今月と比べると、２～３か月先はやや落ちる。

▲

一般レストラン（経営
者）

・国際的には、米国の関税引上げにより国内輸出企業の収支が悪化
している。加えて、戦争や紛争により輸入コストが増加している。
国内的には、銀行の金利引上げ、原材料価格の高騰、物価高、人件
費増加、水道光熱等の経費増加等が要因となり、不景気になるおそ
れがある。

▲

都市型ホテル（経営者） ・ゴールデンウィークが明けて６月、７月辺りまでは非常に落ち込
む時期で、予約等も余り入っていない。さらに、それに輪を掛けて
仕入価格や水道光熱費などあらゆる物の価格が上昇しており、収益
を圧迫している。ここまでは良かったのだが、この２～３か月を乗
り切れるか心配である。

▲
旅行代理店（従業員） ・宿泊費、交通費の上昇が顕著なため、旅行の実施を検討する際

に、中止を選択する団体が増えていく。

▲

タクシー運転手 ・このところずっと同じだが、物価の上昇が一向に収まらず、４月
以降も値上がりの話が続く。この物価の上昇が落ち着かない限り
は、先行きも不安だらけである。米価の問題もあり、大変な時期で
ある。

▲
通信会社（営業担当） ・仕入価格の高騰が続く限り、状況は変わらない（東京都）。

▲
通信会社（経営企画担
当）

・賃金は上昇しているものの、それを物価高が打ち消しており、余
暇に資金を充当するだけの余力がない（東京都）。

▲

パチンコ店（経営者） ・米国大統領の一挙手一投足に株式、為替、世界情勢が左右されて
いる。先行き不透明であるため萎縮、様子見の状態が当分続くこと
が予想される。

▲
その他レジャー施設［映
画］（営業担当）

・収益力の高い企業はますます強くなり、それ以外の企業は厳しい
状況が続きそうである（東京都）。

▲

その他レジャー施設［総
合］（経営企画担当）

・政情不安や株価低迷、物価上昇の継続等による心理的な不安か
ら、支出を抑える傾向に転じる懸念がある（東京都）。

▲
その他サービス［学習
塾］（経営者）

・いろいろな物価が上がるなか、教育費を少し削減しようという客
が増えている。景気はこの先また悪くなる。

▲
その他サービス［立体駐
車場］（経営者）

・電気代や物価の上昇、メンテナンス費用の増加など良い材料が見
当たらない。

▲
その他サービス［保険代
理店］（経営者）

・物品購入意欲が低下し、物の良しあしにこだわらず、安価な物で
我慢をするようになる。

▲

設計事務所（経営者） ・現内閣の政治に対してかなり期待感があったが、実際に動いてみ
るとやや期待外れで、前より悪くなっていくような気さえしてい
る。

▲
設計事務所（職員） ・変わらないにとどまってほしいという願望はあるが、傾向として

は低調である（東京都）。

▲

住宅販売会社（従業員） ・今月の販売量は良かったが、これは３月だけの結果であり、今後
２～３か月続くとは想像できないため、やや悪くなる。政策金利は
据置きとのことだが、株価も下がっているようなので、景気が良い
状況が続くとは考えられない。

▲

その他住宅［住宅資材］
（営業）

・年々、新築住宅着工数が減少していくなか、トータルの建材需要
が増えることはなく、各業者の取り合いにつながり、苦しい価格競
争に陥ってしまう。このような環境では景気の高揚は期待できない
（東京都）。

×

一般小売店［生花］（店
員）

・２～３か月後の５月は母の日、６月は父の日がある。花屋にとっ
て母の日はメインイベントだが、当店で売上が最も良いのはやはり
３月のため、今月と比べると確実に悪くなる（東京都）。
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×
スーパー（食品担当） ・４月からの値上がり、競合他社の出店により、先行きは不透明で

ある（東京都）。

×
衣料品専門店（店長） ・コスト上昇に対応できない業者が廃業するなどの動きが出てきて

いる。

×
乗用車販売店（総務担
当）

・サービス、中古車の需要、市況の悪化により、相当悪くなること
が予想される。

×

ゴルフ場（経営者） ・物価高の影響で利益は前年より減少しているのに、賃上げをしな
ければならない。リストラも視野に入れている。減税や社会保険料
の削減などがあれば、もっと消費に向かうはずである。

×

ゴルフ場（従業員） ・米国の輸入品に対する関税引上げは世界中に影響する。大企業も
打撃を受けるため、日本経済や景気への影響が心配である。平和に
対する不安も増している。

×

ゴルフ場（経理担当） ・止まらない物価上昇により固定費の回収に苦慮する環境は変わら
ず、利益を創出できるような状況ではない。春闘の結果を踏まえて
相応の賃上げを行わざるを得ないが、現下の状況では原資を捻出す
ることも困難を伴う。今後も人件費や物価の上昇圧力が続くことは
自明であり、暖房需要のため光熱費負担が増えるなか、燃料油価格
激減緩和対策補助金を縮小した上、ガソリン税暫定税率の廃止は先
送りとなっている。

◎
その他サービス業［ソフ
ト開発］（従業員）

・売上増加により基本給の見直しを行う。

○

電気機械器具製造業（経
営者）

・大型再開発事業で引き続き当社の省力化機器の採用が決まってい
る。特許商品で競合する物がなく、価格的に利益率が良い（東京
都）。

○

電気機械器具製造業（企
画担当）

・米国の各種政策の影響とみられるが、電子部品の大口価格が徐々
に上がっている。ＡＩ事業は更に拡大傾向のため、景気は良くなる
方向に向かう。

○
精密機械器具製造業（経
営者）

・大きく伸びるとは考えられないが、前月比10％増加は見込める。
ただし、様子見のところが多いことは否めない。

○

税理士 ・普通預金の利息が増えていることから多少の金利上昇を実感して
いる。大企業の賃上げ効果が徐々に市中に還元されれば、景気の上
向きを認められるであろう。令和６年の所得税収の動きがそれを表
すと良い。

○
その他非製造業［商社］
（従業員）

・受注量からみてやや良くなる（東京都）。

□
食料品製造業（経営者） ・問屋から値上げの知らせがまだ続いているため、再値上げも考え

ている。

□ 化学工業（従業員） ・材料の値上げが再度あり、この先良くなる要因はない。

□ 化学工業（総務担当） ・取引先から余り良い情報が出てこない。

□

プラスチック製品製造業
（経営者）

・４月からまた値上げラッシュが始まるようである。物によって幾
らくらい上がるか分からないが、景気が良くなることはなく、変わ
らない。

□

プラスチック製品製造業
（経営者）

・各クライアントで浮上してきた海外生産中の金型移管の企画が通
れば、一気に業績が回復するが、まだ具体性に欠ける。

□
その他製造業［化粧品］
（営業担当）

・美容室の開業が減少している（東京都）。

□
建設業（経営者） ・物件によって見定める状況が出てきている。人手不足は同業者で

も同様で、重要な課題である。

□

建設業（従業員） ・良い方向へ向かってほしいが、取引先の原価も上がっているた
め、お互い厳しい状況下にある。今のところ解決策を見いだせずに
いる。

□
輸送業（経営者） ・現状の改善策は出ているが、実施までには日数が掛かるため、し

ばらくは現況が続く（東京都）。

□
輸送業（総務担当） ・荷主の国内出荷量は平年並みだが、輸出量はなく低迷が続いてい

る。今後も現状のまま変わらないと予想している。

□ 通信業（広報担当） ・当面は一進一退の状況が続く見込みである（東京都）。

□

金融業（従業員） ・原材料価格の高騰や人件費の上昇が続いており、利益の確保が難
しくなっている。多くの中小企業では、仕入れ方法の見直しを主と
したコスト削減に取り組んでいるが、仕入価格の上昇に対し、販売
価格への転嫁が進んでいない企業も一定数みられる。当面は、価格
転嫁ができるかどうかが焦点となる（東京都）。

家計
動向
関連

(南関東)

企業
動向
関連

(南関東)
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□

不動産業（経営者） ・客が来店し、会って話せれば一番良いのだが、インターネット時
代を乗り越えていくために、勉強しながら対応していかなければ仕
方がない（東京都）。

□

不動産業（経営者） ・当面、当社の賃貸物件入居率に変化はない。入居しているテナン
トからは、連発される米国大統領の関税に関する発言が一般市民の
財布のひもを固くすることにならないか心配だという話を聞いてい
る。

□

不動産業（総務担当） ・実態が伴う価格転嫁は受け入れられるが、明らかに便乗値上げと
みられるケースも散見される。その見極めが企業側にも求められる
ことになり、今後は価格交渉がより厳格になることが予想され、景
気の先行きは不透明である（東京都）。

□

税理士 ・大企業は円安が利益に大きく貢献し、良くなっているところもあ
るだろうが、大部分を占める中小零細企業では材料高、人手不足、
賃上げによる人件費の上昇があり、悪いか余り良くない状況であ
る。倒産や廃業が増えているようで、この先も良くないまま変わら
ない（東京都）。

□ 社会保険労務士 ・良くなる要因が見当たらない（東京都）。

□ 経営コンサルタント ・特に良くなる理由がない。

□
その他サービス業［廃棄
物処理］（経営者）

・問合せ等が増えてきている反面、来月より原材料、資材等の値上
げも予定されており、トータルとしては変わらない。

□
その他サービス業［警
備］（経営者）

・新年度もさほど大きな変化はないとみている。

□

その他サービス業［ビル
メンテナンス］（経営
者）

・新規物件の問合せがあっても、人手不足で受注もままならない
（東京都）。

▲
食料品製造業（経営者） ・値上げを予定しているが、値上げの影響による売上減少が発生す

るとみている（東京都）。

▲

出版・印刷・同関連産業
（営業担当）

・今年の３月は例年になく売上が良くなかった。この傾向はこれか
らも続く。また、オーダーのゴム印を作れるメーカーの廃業があ
り、当店を含め印章店で対応できるメーカーがないためにオーダー
需要が受けられなくなっている。そうしたことから、将来的にはま
すます需要が減っていく見通しである（東京都）。

▲
金属製品製造業（経営
者）

・年度末や値上がり前の駆け込み需要が減り、新年度も受注予定は
あるものの、案件数は少ない。

▲

一般機械器具製造業（経
営者）

・新規取引開始の可能性がある企業もあるものの、将来予測は予断
を許さない状況である。米国の関税政策によって、主要な取引先の
発注元である大手自動車メーカーの生産量に減少や移管の可能性が
あるため、当社においても取引量が減少すると予測している。

▲

輸送用機械器具製造業
（総務担当）

・米国大統領は４月３日からの輸入自動車への追加関税を発表し
た。自動車メーカーはまだ影響について公表していないが、先行き
は不透明で、景気は悪化する。

▲
建設業（経営者） ・物価高のために消費が低迷するとみられるため、景気が良くなる

可能性はない。

▲ 輸送業（経営者） ・良くなる要素がない（東京都）。

▲ 通信業（経営者） ・米国大統領の発言による影響が懸念される。

▲

金融業（従業員） ・中小企業と大手企業との給与格差はますます広がってきており、
中小企業は人材確保に支障が生じてきている。格差は今後も広がる
ため、政府の補助対応が必要と考える。

▲

金融業（総務担当） ・各種値上げはまだ続く見込みで、賃上げが追い付かず、消費はま
すます落ち込む。ガソリン代や電気代等、身近な物価が高騰し、景
気の良いニュースがない（東京都）。

▲

金融業（営業担当） ・取引先からの受注予測は非常に厳しい。特に、自動車関連の受注
に携わる業種で先行きの不透明感が強い。大手自動車メーカー同士
の動向から、同社に絡む取引先は軒並みマイナスで、大型車関連で
も主要トラックメーカー以外が今後の減産見通しを立てており、厳
しい局面となっている。

▲

広告代理店（経営者） ・原材料価格の高騰や人手不足で、複数の店舗を運営している企業
では一部閉店を決断しており、今後もその流れが続く（東京都）。

▲
広告代理店（営業担当） ・グループ会社の不祥事からの回復次第だが、劇的に変化するとは

考えていない（東京都）。

企業
動向
関連

(南関東)
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▲

経営コンサルタント ・米国の関税政策の悪影響がどう出るかが新たな問題としてある。
下請けのコスト増加に対する大手企業の対応は限られた範囲でしか
なく、政府の強力な後押しが必要である（東京都）。

▲
その他サービス業［ソフ
ト開発］（経営者）

・米国次第でどうなるか分からない（東京都）。

×
出版・印刷・同関連産業
（経営者）

・例年５～６月は受注量が減る（東京都）。

×
出版・印刷・同関連産業
（所長）

・案件数の減少もあるが、更なる値上げ分を価格に転嫁することが
難しい。

×

建設業（営業担当） ・新築工事の打合せ件数が減少している。打合せ段階に比べて着工
時期における工事金額が大幅に上昇していることの影響が大きい。
今後も良い方向には向かわない。

◎ － －

○ 人材派遣会社（社員） ・社会課題解決型案件の需要が旺盛である（東京都）。

○
人材派遣会社（社員） ・長期的な増加傾向は、穏やかながらも継続する（東京都）。

○

求人情報誌制作会社（営
業）

・このままの調子でいけば、求人数が増え、やや景気が良くなる。
ただし、物価高で物が売れなくなる可能性もある。調子の良い企業
とそうではない企業との２極化が進むかもしれない。今後は、世の
中のニーズをうまくつかめた企業が生き残っていける。

○
求人情報誌製作会社（所
長）

・周辺企業の様子から、やや良くなる。

○
新聞社［求人広告］（担
当者）

・年度替わりで新しい動きがあるとみている。

□
人材派遣会社（社員） ・人材不足の状況が続いており、現時点で求人数が減るような要因

はない。

□ 人材派遣会社（社員） ・改善がみられない（東京都）。

□

人材派遣会社（社員） ・週５日勤務ができる人材が不足しているため、週２～４日や短時
間勤務の人材を受け入れる企業が増えている。求人数は変わらない
ものの、１人の業務を２人に分けるなどの対応で採用人数は増える
傾向にある。

□

人材派遣会社（支店長） ・派遣スタッフ数がますます不足している一方、企業が求める人材
のスキルは変わらないことから、成約数が伸び悩む傾向にある（東
京都）。

□
人材派遣会社（営業担
当）

・製造業の景気後退予測の話は聞かないため、エンジニア不足は継
続するものとみられる（東京都）。

□
人材派遣会社（営業担
当）

・人材流動化は続くとみているが、景気回復には直結しない。

□

求人情報製作会社（経営
者）

・米国の関税や住宅ローンの変動金利上昇など、事業者や労働者に
とって明るい話題がない。米価も下がらない。物価やインフラの利
用料金は上がるものの、取引価格は上げられない。しわ寄せは全て
下流の零細事業者が被っている（東京都）。

□
求人情報誌製作会社（広
報担当）

・慢性的な人手不足は変わらないため、現状がしばらく続く（東京
都）。

□ 職業安定所（職員） ・新規求人数が低調な状況が続く。

□
職業安定所（職員） ・価格転嫁が途上である。人手不足、人件費高騰を懸念材料と捉え

ている事業所が多い。

□
職業安定所（職員） ・米国の関税引上げが事業に影響することを心配する声が聞かれ

る。

□

民間職業紹介機関（経営
者）

・企業からの求人案件は依然として多いが、条件に見合う人がなか
なか見つからず、企業側も決定してくれないケースが多い（東京
都）。

▲
人材派遣会社（社員） ・物価の上昇に歯止めがかからず、賃上げが追い付いていない（東

京都）。

▲
人材派遣会社（社員） ・年間で最も依頼が多いのは４月開始の案件であり、３月を過ぎる

と一旦依頼が落ち着くことが予想される（東京都）。

▲

人材派遣会社（営業担
当）

・年度末の繁忙は３月末で一旦落ち着くとみている。特に、更新型
で動いている派遣契約が３月末で一区切りとなり、新たな転職先を
探すなどの理由で３月末に契約終了する件数も増加している（東京
都）。

▲
職業安定所（職員） ・円安や物価高が依然として続いており、改善がみられない。

企業
動向
関連

(南関東)

雇用
関連

(南関東)
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▲

職業安定所（職員） ・産業により好不況の波はみられるが、中小企業においては依然と
して人手不足が解消せず、銀行の金利上昇や人件費の高騰から廃業
に追い込まれる事業所も目立っており、しばらくは厳しい状況が続
く（東京都）。

▲
学校［大学］（就職担
当）

・良くなる見込みがない（東京都）。

× － －

雇用
関連

(南関東)


